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　たとえば、1872 年に柯克斯（Cox）、比爾（Beale）、理徳（Reid）の三人によって設立さ
れた柯克斯・理徳洋行（Cox, Beale & Co. 当初は本部マカオ、支店広州）が 1791 年に柯
克斯の死去によって理徳・比爾行（Reid, Beale & Co.）に、その後 1803 年に今度は麦尼克
（Magnic）の加入によって比爾・麦尼克洋行（Beale, Magnic & Co.）に、そして 1819 年に
比爾の脱退によって単独麦尼克洋行（Magnic & Co.）へ、さらに 1825 年の渣甸（Jardine、
1819 年来粤）の加入、1828 年の馬地臣（Matheson、1819 年の泰勒・馬地臣洋行 Taylor, 
Matheson & Co.、1821 年の伊沙瑞行 Yrissari & Co. を経て）の加入、1831 年の麦尼克の




（Robarts）の参加によって、巴林・英隆奈・羅伯茨洋行（Baring, Moloney & Robarts & 
Co.）となり、そして大班の個人経営が東インド会社によって禁止されてから、新たに加
入した達衛森（Davidson）の手に移って達衛森行（Davidson & Co.）として再スタートし、




ある。1818 年に創立された羅素行（Samuel Russell & Co.）が 1824 年に旗昌洋行（Russell 
& Co. ラッセル商会）に変更されただけで、1828 年に成立した奥立芬洋行（Olyphant & 
Co. オリファント商会、中国名同孚洋行）は最後まで設立当初の体制を維持していた。ち
なみに必ずしも正確な数字ではないが、1832 年の段階で広州にはすでに大小 66 社の洋
行が存在し、その五年後の 1837 年になると一気に 150 社にまで増加したという。そして
やや遡るが、1828 年の中英貿易において、中国への輸出では、2,030 万ドルのうち、東
インド会社が 450 万ドルを占め、残りの 1,580 万ドルは全部散商によるもの（むろん大
半は阿片の密輸）で、逆に英国への輸出では、1,810 万ドルのうち、東インド会社が 850















































2	 注 1 を参照。
220
劉　建輝 Liu Jianhui もう一つの「近
モ ダ ン
























































































劉　建輝 Liu Jianhui もう一つの「近
モ ダ ン







リッジマンは、モリソンの絶大な歓迎を受け、以後上海に移る（1847 年）までの 17 年間、
その期待を少しも裏切ることなく熱心に種々の事業を展開した。
　ブリッジマンが広州で心血を注いだ最大の仕事は、モリソンの提案によって到着一年








































代」ロード  Another Path towards “Modern”
広州十三行の終焉とその拡散
　さて、空間としての十三行商館街だが、粤海関設立の当初から広州郊外南西方の珠
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ワ イ リ ー
烈亜力が 1859 年に、かつてイギリス天文学会の
会長も務めた侯
ジ ョ ン ・ ハ ー シ ェ ル





















ら 250 年を経てついにこの古代ギリシャの名著を完訳した。その後彼は 1858 年に『重学
浅説』を刊行し、初めて漢文によって力学を中心とする西洋近代物理学についての解説を
試みる一方、翌年にはさらにイギリス数学者棣
ド・モ ル ガ ン
麼甘の『代数初歩』（1835 年）を『代数学』、
アメリカ数学者羅
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　軍艦による舶載は早くもペリー艦隊そのものの来航に遡る。1854 年 1 月、二度目の来
日の途中に立ち寄った琉球に、ペリー艦隊の誰かが、漢文雑誌『遐邇貫珍』を二冊持ち
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